
　民青同盟員の方は、同盟費をさしひきます。収入には貸与制の奨学金は入りません。党費を納める
ことは、日本共産党を財政的にささえる誇りある活動です。

　日本のマスメディアは、「権力の監視」「真実を伝える」という本来の役割を果たしきれていません。「し
んぶん赤旗」は、真実を伝え、希望を運び、国民のたたかいのよりどころとして、かけがえのない役
割を果たしています。大企業の広告などがない「しんぶん赤旗」日刊紙は短い新書一冊分の情報量
がつまっています。毎日読めば、成長の糧となり、党員として元気に活動ができます。

　支部会議は、まわりの青年のためにどんな活動をしてゆくのか、目標や方針をみんなで相談し決め
る場です。同時に、支部会議は、勉学、進路、人間関係、生活のことなど相談しあい、励ましあっ
て成長してゆく大切な場です。

　一人ひとりの党員が、どんな情勢のもとでも、未来への科学的確信と展望をもって活動し、成長し
ていくうえで、党綱領や科学的社会主義の学習はかかせません。

　７月の都議選は、自民党が 57 議席から過去最低の 23 議席へ大惨敗。日本共産党は前回 2013 年
の躍進（８→17 議席）から19 議席へ上積みという重要な連続躍進を果たしました。

安倍政権に「もう我慢できない」都民の審判
　自民党が歴史的大敗に追い込まれたのは、民意に反する暴挙を重ね、ごう慢極まる安倍政権に「も
う我慢できない」と怒りを爆発させた結果にほかなりません。安倍政権に政治を担う資格がないこと
はいよいよ明白です。

① 党費（実収入の１％）を納める

② 「しんぶん赤旗」（日刊紙）読む

③ 支部会議に参加する

④ 学習につとめ活動に参加する

日本共産党への入党を心からよびかけます

創立：1922年 7月15日
性格：世界一高い学費の値下げ、ブラック企業の根絶など、国民・青年の苦難軽減のため
にがんばる。終局の目標は「人間の個性と自由が花開く共同社会」の実現。
党員：18歳以上で綱領と規約を認める日本国民。現在 30.5万人。
『蟹工船』を書いた小林多喜二さん、絵本作家のいわさきちひろさんも大先輩。
支部：３人以上で支部をつくる。全国に２万の支部が草の根で活動。
財政：政党助成金、企業・団体献金をうけとらず、党費、機関紙などの事業収入、個人の寄付で活動。
議員：衆議院議員21人、参議院議員14人、東京都議会議員19人、全国 2795人の地方議員（17年 6月現在）。
自民、公明とほぼならぶ。女性議員数は 1004人（17年 6月現在）でダントツ。共産党が与党の自治体は
沖縄県や世田谷区、武蔵野市、小平市、多摩市など全国 54 県市町村。
機関紙は赤旗：日刊紙 20 万人、日曜版 100 万人。アメリカ、フランス、中国、ベトナム、エジプト、イン
ドの 6カ国に特派員を派遣。東京の各国大使館も読んでいます。
自主独立：旧ソ連、毛沢東時代の中国、北朝鮮の干渉とたたかい、日本の民主的改革めざし奮闘中。
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日本共産党の基礎データ！

日本共産党東京都委員会 〒 170-0004 東京都豊島区北大塚１-33-26
℡ 03-5972-1621　　メール：jcptokyo@pluto.plala.or.jp

未来をつくる主権者として

安倍政権を打倒し

新しい政治への転換をご一緒に！

未来をつくる主権者として

安倍政権を打倒し

新しい政治への転換をご一緒に！

©カクサン部

● 入党のお申込みは
入党申込書に必要な事項を記入し、お知り合いの党員２人の推薦を
うけ、入党費 300 円をそえて申し込みます。

党員になったらこれをやります！

都議選で共産党連続躍進＆自民党歴史的大敗

参議院議員

山添 拓

次は総選挙　野党共闘で安倍政権を倒そう
　昨年開始された戦後初めての「市民と野党の共
闘」は、夏の参院選で全国 11の１人区で勝利して
スタートを切りました。野党４党は次の総選挙に
向けて、さらに協力を進めることで一致していま
す。この動きを加速させれば、安倍政権は倒せま
す。



　

７
月
２
日
投
票
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
で
、
自
民
党
は
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。
一
方
で
日
本
共
産
党
は
、
17
議
席
か
ら
19
議
席
へ

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
憲
法
破
壊
、
政
治
の
私
物
化
な
ど
に
、
都
民
の
怒
り
が
ふ
き
だ
し
た
結
果
で
す
。

　

も
は
や
、
安
倍
政
権
に
日
本
の
政
治
を
に
な
う
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
、
す
み
や
か
な
解
散
・
総
選
挙
を
強
く
求
め
ま
す
。

総
選
挙
で
、
野
党
と
市
民
の
共
同
で
、
自
民
・
公
明
と
補
完
勢
力
を
少
数
に
お
い
こ
む
と
き
で
す
。

　

平
和
と
民
主
主
義
、
若
者
が
大
切
に
さ
れ
る
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
、
あ
な
た
が
日
本
共
産
党
に
入
党
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
よ
び

か
け
ま
す
。

■
９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
一
緒
に
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

　
「
憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
新
憲
法
を
施
行
す
る
（
５
月
３
日
、
安
倍
首
相
）」―

こ
の
号
令
の
も
と
、
自
民

党
は
11
月
に
も
国
会
に
改
憲
案
を
提
出
す
る
と
、
改
憲
へ
つ
き
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　

青
年
・
学
生
・
市
民
が
反
対
の
声
を
大
き
く
あ
げ
、
国
連
か
ら
も
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
る
中
、
個
人
の
内
心
に
踏
み
込
み
、
も
の
言
え
ぬ
暗
黒

社
会
を
つ
く
る
「
共
謀
罪
」
法
案
を
、
委
員
会
採
決
を
行
わ
な
い
と
い
う
暴
挙
で
強
行
し
た
こ
と
も
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
憲
法
変
え
る
な
、
政
治
を
か
え
ろ
」
と
各
地
で
若
者
が
声
を
あ
げ
、
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を
大
き

く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

■
野
党
と
市
民
の
共
闘
で
安
倍
政
権
退
陣
へ

　

安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
９
条
改
憲
を
と
め
る
決
め
手
は
、
野
党
と
市
民
の
共
闘
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
共
産
党
を
大
き
く
す

る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
の
参
院
選
で
、
日
本
共
産
党
の
呼
び
か
け
を
き
っ
か
け
に
、
戦
後
初
め
て
「
野
党
と
市
民
の
共
闘
」
が
実
現
し
、
11
選
挙
区
で
勝
利
す

る
な
ど
、
重
要
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

野
党
４
党
は
、「
安
倍
政
権
の
も
と
で
の
憲
法
改
悪
に
反
対
」「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
広
げ
た
格
差
と
貧
困
の
是
正
」
な
ど
の
政
策
で
合
意
し
、

さ
ら
に
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
国
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
〝
大
義
〞
の
旗
と
、〝
本
気
〞
の
共
闘
を
つ
く
れ
ば
、
必
ず
勝
利
で
き
ま
す
。

　

総
選
挙
で
、
安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
、
野
党
連
合
政
権
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
市
民
の
力
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
世
界
を
動
か
す
時
代　
「
核
兵
器
禁
止
」
を
現
実
の
ル
ー
ル
へ

　

世
界
は
い
ま
、
巨
大
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
が
70
年
以
上
訴
え
て
き
た
核
兵
器
廃
絶
の
願
い
が
、
１
２
０
か
国

以
上
の
賛
成
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
と
し
て
実
を
結
び
ま
し
た
。
人
類
は
初
め
て
核
兵
器
に
「
悪
の
烙
印
」
を
押
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
を
容
認
す
る
立
場
か
ら
こ
の
条
約
に
反
対
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
の
態
度
に
、
世
界
各
国
か
ら

非
難
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
約
を
決
め
る
国
際
会
議
に
は
、
各
国
代
表
と
共
に
、
日
本
と
世
界
の
被
爆
者
、
市
民
運
動
、
日
本
共
産
党
も
正
式
構
成
員
と
し
て
参

加
し
、
共
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
平
和
を
願
う
市
民
の
営
み
が
世
界
政
治
を
動
か
す
、
新
し
い
時
代
で
す
。

　
■
誰
も
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
世
界
へ　

主
人
公
に
な
っ
て
政
治
を
変
え
よ
う

　

野
党
と
市
民
の
共
闘
は
、
戦
後
の
日
本
の
政
治
で
初
め
て
の
出
来
事
で
す
。
全
世
界
の
平
和
の
力
を
集
め
て
核
兵
器
禁
止
条
約
を
つ
く
っ
た

の
も
、
戦
後
の
歴
史
で
初
め
て
の
出
来
事
で
す
。
日
本
の
政
治
も
、
世
界
の
政
治
も
、「
未
踏
の
領
域
」
に
踏
み
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
開
拓
者
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
若
い
世
代
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
未
踏
の
領
域
」
を
切
り
拓
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
、
あ
な
た
も
踏
み

出
し
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
が
日
本
共
産
党
員
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、「
人
間
ら
し
い
働
き
方
を
し
た
い
」「
安
心
し
て
大
学
で
学
び
た
い
」「
国
民
の
声
が
生

か
さ
れ
る
政
治
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
、あ
な
た
自
身
の
願
い
を
か
な
え
る
生
き
方
で
す
。自
ら
の
幸
せ
と
社
会
進
歩
を
重
ね
た
生
き
方
こ
そ
、

あ
な
た
の
力
が
も
っ
と
も
生
か
さ
れ
る
生
き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

18
才
以
上
の
日
本
国
民
で
綱
領
と
規
約
を
認
め
れ
ば
、
入
党
で
き
ま
す
。
人
類
の
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
動
の
時
代
に
、
日
本
共

産
党
の
一
員
と
し
て
、
仲
間
と
力
を
あ
わ
せ
、
希
望
あ
る
未
来
を
と
も
に
ひ
ら
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
の
入
党
を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

野
党
と
市
民
の
共
闘
で
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
新
し
い
政
治
へ
の
転
換
を

あ
な
た
の
入
党
を
心
か
ら
よ
び
か
け
ま
す


